
研究概要、研究成果等

本研究では、下水処理で発生する廃棄物である下水汚泥を原料及び
バイオ触媒として用い、海洋生分解性バイオプラスチック素材とし
て利用可能なポリ(3HB-co-3HV)（PHBV）を持続的かつ低炭素に生産
するシステムを開発することを目指している。

サブテーマ１：肪酸組成制御型の下水汚泥酸発酵技術の開発

嫌気性膜分離法を用いて、下水汚泥をPHBV
生産に適した酢酸／プロピオン酸比率の酸
発酵液に効率的に変換する技術の開発に取
り組んでいる。これまでに、効率的な酸発
酵に有効な投入汚泥組成や発酵槽温度、汚
泥滞留時間、有機物負荷などを決定した。
また、下水汚泥の高負荷な酸発酵には内部
浸漬膜型リアクターの適用が望ましいこと
を明らかにした。現在は、高負荷－高効率
酸発酵の長期連続運転の実現に向けて検討
を進めている。

サブテーマ２：余剰汚泥のバイオ触媒利用による酸発酵液からのPHBV生産技術の開発

余剰汚泥をバイオ触媒として利用し、サブ
テーマ１で生産される酸発酵液を原料とし
てPHBVを効率的に生産する技術の開発に取
り組んでいる。これまでに、酸発酵液中の
酢酸／プロピオン酸比率と生産されるPHBV
中の3HBと3HVの比率との関係を明らかにし
た。また、PHBVの効率的生産のために望ま
しい窒素含有量を明らかにした。他方、生
産したPHBVのプラスチック素材としての特
性を分子構造、熱特性、結晶性に基づいて
多角的に評価するとともに、その特性を活
かし、かつ、汎用樹脂に要求される耐久性
を付与する高性能化手法の確立にも取り組
んでいる。

環境政策等への貢献（の見通し）

• 持続的かつ低炭素なPHBVシステム ⇒ 海洋プラスチック汚染の拡大抑制に貢献

• 産業廃棄物処理に起因する温室効果ガス排出の削減 ⇒ 地球温暖化の緩和に貢献

• 下水汚泥等をバイオ触媒として利用する革新的なバイオものづくり
⇒ サーキュラー・バイオエコノミー創出に貢献
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内部浸漬膜型リアクター
発酵槽温度と揮発性脂肪
酸（VFA）生成量の関係

余剰汚泥を用いた酸発酵液からのPHBV生産の検討例
（左）と、模擬酸発酵液から生産したPHBVの写真（右）
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